
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2012年1月1日 ～ 2025年　3月　31　日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 三上達也 所属 光学医療診療部

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 0172－　39－　5053 FAX 0172　－　37　－ 5946

患者さん個人を特定できる，氏名，IDなどは匿名化したうえで代表研究機
関へ提供します。
また、学会や学術誌で研究結果を発表する際も個人情報は含まれませ
ん。
対象患者さんから拒否の申し出があった際は，研究対象から除外致しま
す。
ただし，既に研究結果公表済みの場合は、公表済みのデータを修正する
ことは出来ませんのでご了承ください。

弘前大学医学部附属病院　光学医療診療部　三上達也

毎年、7年前に当科で胃癌の内視鏡治療をした患者さんについて、個人情
報を削除した後、性別、治療日、病理診断、再発の有無、異時性多発癌
の有無、ピロリ菌の感染状況、最終生存年月日などを胃癌学会事務局に
届出ます。
データは代表研究機関で集計され、詳細に解析されます。
当院のデータは施錠可能な消化器血液内科学講座内の施錠可能なロッ
カーの中に保管します。
本研究は今後も日本の胃癌患者の疫学的情報を発信するため、継続さ
れるものであり、情報廃棄の時期は設定されません。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

全国胃癌（内視鏡治療例）登録

2012年1月1日以降に胃癌の内視鏡治療を受けた全ての患者

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

消化器内科、血液内科、膠原病内科

日本の胃癌の長い年月での病態の変化、診断法、治療法の進歩とその
成績などが明らかになり、現時点での最良の診療の方針の作成と胃癌の
制圧に貢献することができます。

日本における胃癌の統計および追跡調査を行うことにより、胃癌に関する
研究ならびに診療の進歩・普及を図ることを目的としています。

この研究に関連し、開示すべき利益相反（COI :conflict of interest）関係
にある企業などはありません。

日本胃癌学会（日本胃癌学会登録委員会委員長；掛地吉弘）


